
今
こん

回
かい

エレキくんがやってきたのは、茨
いばら

城
き

県
けん

常
じょう

総
そう

市
し

にあるアグリサイエンスバレー常
じょう

総
そう

。市
し

内
ない

を
横
よこ

切
ぎ

る高
こう

速
そく

道
どう

路
ろ

、圏
けん

央
おう

道
どう

の常
じょう

総
そう

インターチェンジを降
お

りたところにある。ここは、農
のう

業
ぎょう

による
地
ち

域
いき

の活
かっ

性
せい

化
か

を目
め

指
ざ

して、自
じ

治
ち

体
たい

と地
じ

元
もと

、民
みん

間
かん

企
き

業
ぎょう

などが力
ちから

を合
あ

わせてつくったんだ。道
みち

の駅
えき

常
じょう

総
そう

やイチゴ狩
が

り農
のう

園
えん

など、だれもが利
り

用
よう

できる施
し

設
せつ

がある他
ほか

、ICT（情
じょう

報
ほう

通
つう

信
しん

技
ぎ

術
じゅつ

）を活
かつ

用
よう

し
たさまざまな試

こころ

みが行
おこな

われている。その1つが、日
に

本
ほん

最
さい

大
だい

級
きゅう

の規
き

模
ぼ

を誇
ほこ

るミニトマト農
のう

場
じょう

だ。

新しい農業の新しい農業の
カタチカタチ 超巨大ミニトマト工場超巨大ミニトマト工場
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苗
なえ

をすえつけ、パイプを通
とお

して水
みず

と栄
えい

養
よう

分
ぶん

を送
おく

り
ます。この方

ほう

法
ほう

で、1本
ぽん

の苗
なえ

からたくさんのミニ
トマトをつくることができます。端

はし

から端
はし

まで約
やく

400mもあるという農
のう

場
じょう

は、農
のう

場
じょう

というよりも工
こう

場
じょう

といったほうがいいのかもしれません。でも、
スタッフが働

はたら

いている作
さ

業
ぎょう

の内
ない

容
よう

は、一
いっ

般
ぱん

の農
のう

家
か

と同
おな

じ部
ぶ

分
ぶん

も多
おお

いです。苗
なえ

が育
そだ

ってきたら、茎
くき

を
ひもで支

ささ

えて上
うえ

に伸
の

ばし、余
よ

分
ぶん

なわき芽
め

や葉
は

をか
き落

お

として、収
しゅう

穫
かく

が終
お

われば、茎
くき

だけになった部
ぶ

分
ぶん

を土
ど

台
だい

に巻
ま

き付
つ

けていきます。環
かん

境
きょう

づくりな
ど、必

ひつ

要
よう

なところではICTを活
かつ

用
よう

していますが、
手
て

作
さ

業
ぎょう

で行
おこな

われる仕
し

事
ごと

も多
おお

く、1つ1つのミニトマ
トをていねいに育

そだ

てています。

　この農
のう

場
じょう

でミニトマトをつくっているのは、た
ねまき常

じょう

総
そう

という会
かい

社
しゃ

。農
のう

場
じょう

は巨
きょ

大
だい

なハウスの中
なか

にあり、ここで働
はたら

いている200名
めい

ほどの人
ひと

たちが
利
り

用
よう

しているのが、最
さい

先
せん

端
たん

のICTです。具
ぐ

体
たい

的
てき

に
は、パソコンやスマホなどを使

つか

って、常
つね

にハウス
内
ない

を最
さい

適
てき

な環
かん

境
きょう

に保
たも

ち、育
そだ

ち具
ぐ

合
あい

を管
かん

理
り

したり、
さまざまな情

じょう

報
ほう

をやり取
と

りしています。そうする
ことで、おいしいミニトマトを1年

ねん

中
じゅう

つくること
ができるのです。
　ミニトマトの育

そだ

て方
かた

は、土
つち

を使
つか

わない水
すい

耕
こう

栽
さい

培
ばい

という方
ほう

法
ほう

です。ヤシの繊
せん

維
い

でできた土
ど

台
だい

の上
うえ

に

最先端のミニトマト栽培

超巨大ミニトマト農場のこと
を詳しく教えてくれた、たね
まき常総代表取締役CEOの
前
まえ

田
だ

亮
りょう

斗
と

さん。

田園地帯につくられた栽培用の巨大なハウス。敷地の広さはおよそ7haもあ
る。収穫したミニトマトは常総市内をはじめ、関東近郊のスーパーなどで取
り扱っている。たねまきのブランド名は「プリッとトマト」。また、スーパー
のプライベートブランドなどでも「常総産」とあったらそのミニトマトは、こ
こでつくられたものもあるようだ。（写真提供／株式会社たねまき常総）

農
のう

場
じょう

全
ぜん

体
たい

のシステムを管
かん

理
り

しているわけですが、
そのためのエネルギーとして、電

でん

気
き

が欠
か

かせませ
ん。ここでは、電

でん

力
りょく

会
がい

社
しゃ

からの電
でん

気
き

の他
ほか

に、自
じ

家
か

発
はつ

電
でん

を行
おこな

っています。これは、災
さい

害
がい

などによる停
てい

電
でん

への備
そな

えでもあります。
　自

じ

家
か

発
はつ

電
でん

によって、熱
ねつ

やCO2（二
に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

）が発
はっ

生
せい

しますが、熱
ねつ

は暖
だん

房
ぼう

に、そしてCO2は栽
さい

培
ばい

のた
めに利

り

用
よう

しています。植
しょく

物
ぶつ

は光
こう

合
ごう

成
せい

を行
おこな

うため
に、葉

は

からCO2を吸
きゅう

収
しゅう

してO2（酸
さん

素
そ

）を排
はい

出
しゅつ

しま
す。そこで、CO2の濃

のう

度
ど

を高
たか

めた空
くう

気
き

をつくり、
肥
ひ

料
りょう

のようにミニトマトに与
あた

えているのです。
　レタスなどの野

や

菜
さい

を室
しつ

内
ない

で育
そだ

てる場
ば

合
あい

、LEDな
どの光

ひかり

を利
り

用
よう

することがあります。しかし、ここで
ミニトマトを育

そだ

てるための光
ひかり

は自
し

然
ぜん

の太
たい

陽
よう

光
こう

だけ
で、人

じん

工
こう

的
てき

な光
ひかり

を当
あ

てて成
せい

長
ちょう

をうながすことはし
ていません。これも、この農

のう

場
じょう

の特
とく

徴
ちょう

の1つです。

　たねまき常
じょう

総
そう

の農
のう

場
じょう

でつくられるミニトマトは
年
ねん

間
かん

で約
やく

1000t。普
ふ

通
つう

の栽
さい

培
ばい

方
ほう

法
ほう

では、収
しゅう

穫
かく

時
じ

期
き

がある程
てい

度
ど

決
き

まっていて、スーパーなどに出
で

回
まわ

る
のは、寒

さむ

い時
じ

期
き

には温
おん

暖
だん

な地
ち

方
ほう

でとれたもの、暑
あつ

い時
じ

期
き

には寒
かん

冷
れい

な地
ち

方
ほう

でとれたもの、とさまざま
です。しかし、ここでは最

さい

適
てき

な環
かん

境
きょう

のもと、1年
ねん

中
じゅう

栽
さい

培
ばい

することができるので、常
つね

に安
あん

定
てい

した品
ひん

質
しつ

と値
ね

段
だん

のミニトマトをつくることができます。
　栽

さい

培
ばい

に適
てき

した環
かん

境
きょう

をつくるためには、一
いっ

定
てい

の温
おん

度
ど

を保
たも

ったり、水
みず

や養
よう

分
ぶん

が十
じゅう

分
ぶん

に行
い

きわたるよう
にすることが大

たい

切
せつ

です。そこで、ICTを活
かつ

用
よう

して

安定した品質と値段

電気工学のことをわ
かりやすく解説して
いるコーナーをはじ
め、電気の現場で働
く人や研究者のイン
タビューも充実！　ぜ
ひチェックしてみてね。 パワーアカデミー 検索

パワーアカデミーのWEBサイトでパワーアカデミーのWEBサイトで
電気工学を学ぼう！電気工学を学ぼう！

いつでもいつでも
おいしいおいしい
ミニトマトがミニトマトが
食べられるよ！食べられるよ！

電
でん

気
き

をつくることで発
はっ

生
せい

したCO2を外
そと

に
出
だ

すんじゃなくて、栽
さい

培
ばい

に利
り

用
よう

している
なんてすごいね。それから、ICTは働

はたら

く人
ひと

たちの仕
し

事
ごと

の環
かん

境
きょう

づくりにも役
やく

立
だ

っているんだって。働
はたら

きがいの
ある場

ば

所
しょ

や、ずっと住
す

み続
つづ

けられる町
まち

をつくることも
SDGsの目

もく

標
ひょう

の1つだよ。

ハウスの横にはLNG（液化天然ガス）を使った発電機が並んでいる。非常
用にもなるが、普段から電気をつくっていて、発生する熱やCO2もむだ
なく利用している。

働いているスタッフには地
元の人が多い。環境づくり
や品質管理には最新の技術
が使われているが、ミニト
マトの1つ1つは人の手で
大切に育てられている。

収穫したミニトマトを見
せてくれたスタッフの滝

たき

田
た

美
み

和
わ

さん。運搬用の容
器にはQRコードがつい
ていて、農場のどこでつ
くられたかが、すぐにわ
かるようになっている。

QR
コード

2024.6  37


